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 2 WHO の 2012 年のデータによれば、年齢を調整した 10 万人当たりの自殺死亡率は先進国（高所得国）










































































































































































































と考えられるのは失業率であり、1948 年から 2017 年を対象にした自殺死亡率と失業率との相
関係数は 0.69 に達する。





図-4　世界の自殺の傾向（1979 年～ 2015 年）










日本 アメリカ イギリス ドイツ スウェーデン フランス
失業率平均 3.5 6.4 7.5 7.2 5.9 9.3
自殺死亡率平均（10 万人あたり） 20.6 11.8 7.6 13.7 14.1 18.9
失業率と自殺死亡率の相関関係 0.86 0.49 0.62 －0.12 －0.67 0.09
失業率は調整済み失業率 4
ドイツは 1990 年～ 2015 年、スウェーデンは 1987 年から 2015 年
それ以外の国は 1979 年から 2015 年のデータを下に算出
資料 1　失業率は 2014 年までは国立社会保障・人口問題研究所『社会保障費用統計』
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